
【問題数】 数と式 図形 関数 資料活用 計＝出題数
中学数学Ａ 12 12 8 4 36
中学数学Ｂ 3 5 5 2 15

【問題数】
話すこと
聞くこと

書くこと 読むこと
伝統的な
言語文化

計

中学国語Ａ 4 6 5 17 32

【問題数】
話すこと
聞くこと

書くこと 読むこと
伝統的な
言語文化

計＝出題数

小学国語Ａ 1 (3) 2 12 15
小学国語Ｂ 3 (3) 7 (2) 10

【問題数】
話すこと
聞くこと

書くこと 読むこと
伝統的な
言語文化

計(実際の
出題数)

中学国語Ｂ 0 3 8 4 15(9)

【問題数】 数と計算 量と測定 図形 数量関係 計(出題数)
小学算数Ａ 8 3 4 3 18(17)
小学算数Ｂ 8 5 1 5 17(13)

③ダブりが除外できない３教科
【領域別正答数の合計で平均正答率は算出できない】

※平均正答率にかなり近い数字は算出可能

①領域にダブりが無い３教科
【領域別正答数の単純合計で平均正答率が判明】

②ダブり除外可能な２教科
【( )の領域を除外し、他領域の合計で平均正答率が判明】

各
校
平
均
正
答
率

ま
る
わ
か
り

和
泉
市
教
委
は
「
領
域
別

の
正
答
率
の
合
計
・
平
均
で

は
正
確
な
正
答
率
は
算
出
で

き
な
い
と
考
え
て
い
る
。
」

（
泉
北
教
組
へ
の
回
答
）
と

し
て
い
ま
す
が
、
実
際
に
は

小
中
併
せ
て
８
教
科
中
５
教

科
で
「
正
確
な
」
平
均
正
答

率
が
計
算
で
き
ま
す
。
ま
た
、

残
り
３
教
科
も
、
平
均
正
答

率
に
近
い
数
字
は
算
出
可
能

で
あ
り
、
「
序
列
化
に
つ
な

が
る
お
そ
れ
は
否
定
で
き
る

も
の
で
は
な
い
」
（
同
回
答
）

ど
こ
ろ
か
、
完
璧
に
近
い
序

列
化
が
可
能
で
す
。

①
領
域
に
ダ
ブ
り

が
無
い
３
教
科

問
題
と
領
域
の
関
係
は
、

児
童
・
生
徒
に
返
却
さ
れ
た

個
票
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
見
る
と
、
「
中
学
校

数
学
Ａ
」
「
中
学
校
数
学
Ｂ
」

「
中
学
校
国
語
Ａ
」
に
領
域

の
ダ
ブ
り
は
無
く
、
領
域
別

正
答
数
を
単
純
に
合
計
す
る

だ
け
で
、
各
学
校
の
「
正
確

な
」
平
均
正
答
率
が
判
明
し

ま
す
。

②
ダ
ブ
り
除
外
可

能
な
２
教
科

「
小
学
校
国
語
Ａ
」
と

「
小
学
校
国
語
Ｂ
」
の
領
域

に
ダ
ブ
り
が
あ
り
ま
す
が
、

単
純
な
ダ
ブ
り
の
た
め
、
Ａ
・

Ｂ
の
「
書
く
こ
と
」
と
Ｂ
の

「
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国

語
の
特
質
に
関
す
る
事
項
」

を
除
外
し
て
他
領
域
を
合
計

す
れ
ば
、
各
校
の
「
正
確
な
」

平
均
正
答
率
が
判
明
し
ま
す
。

③
ダ
ブ
り
が
除
外

で
き
な
い
３
教
科

「
中
学
校
国
語
Ｂ
」
「
小
学

校
算
数
Ａ
」
「
小
学
校
算
数

Ｂ
」
は
「
正
確
な
」
平
均
正

答
率
を
算
出
で
き
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
領
域
別
正
答
数
に

各
領
域
の
出
題
比
率
を
乗
ず

れ
ば
、
か
な
り
近
い
数
字
は

算
出
可
能
で
す
。

領
域
別
正
答
率

公
表
強
制
を
や
め
よ

こ
の
ま
ま
で
は
、
中
学
校

９
校
（
南
松
尾
中
は
非
公
表
）
、

小
学
校
18
校
（
幸
小
・
南
横

山
小
・
南
松
尾
小
は
非
公
表
）

の
「
正
確
な
」
序
列
化
が
可

能
で
す
。
和
泉
市
教
委
が
昨

年
ま
で
心
配
し
て
い
た
「
学

校
の
序
列
化
、
地
域
の
格
付

等
」
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

和
泉
市
教
委
は
「
平
均
正

答
率
の
公
表
に
は
当
た
ら
な

い
。
」
（
同
回
答
）
と
の
態

度
を
撤
回
し
、
領
域
別
正
答

率
公
表
を
学
校
に
強
制
す
る

こ
と
を
や
め
る
べ
き
で
す
。
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組合に加入して、｢教育基本条例」「評価・育成システム｣をなくそう！


